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 要  旨 
現在，携帯端末や無線通信技術の発展により，いつでもどこでも様々な情報を受け取る事ができる











2 つのナビゲーションシステムの試作，評価を行った．  
全実装型では LED による簡易なナビゲーション情報の分かりやすさが良い評価を得たが，目的地へ
の方位を提示するだけでは経路選択に迷って立ち止まってしまう傾向にあった．また，コンパクト型
では歩行速度，立ち止まった時間，案内経路から外れた回数を既存のシステムと比較し，歩行速度に
おいては大きな差はなかったが，立ち止まった時間，案内経路から外れた回数が少ない事がわかった．
しかし，ナビゲーション情報の詳細性に欠けるためユーザーに不安を与えてしまう，システムを使用
するには慣れるのに時間がかかる，外の光で表示の切り替えがわかりづらいなどが問題点として挙げ
られた． 
 試作したシステムに使用するメガネ形ディスプレイに関しては，搭載するデバイスと回路をメガネ
フレームに分散して配置する事によりメガネ本来の外観を保ったディスプレイを試作し，主観的なア
ンケート評価により装着時の外観にほぼ違和感がなくなった事が確認できた． 
 以上の試作，実験評価により，簡易表示メガネ形ディスプレイを用いたナビゲーションシステムで
は，その有効性を確認できたが，ユーザーの慣れやナビゲーション使用時における不安の解消の必要
性，外光の強さに対応した表示部の改良などの改善すべき点が明らかとなった． 
 
